
まえがき＝地球環境，特に温暖化対策として，自動車の
燃費向上が社会的ニーズとなってきている。自動車ボデ
ィの軽量化は燃費向上の有力な手段であり，アルミニウ
ム部材などの軽量材料の使用が増大し始めている 1）。
　アルミニウム部材が使用される自動車ボディは，オー
ルアルミ車などの特殊な場合を除き，鋼部材とアルミニ
ウム部材とで組立てられ，図 1に示すように同一ライン
で塗装下地である化成処理が施される。化成処理は一般
的には鋼部材に適したリン酸亜鉛処理であるが，処理液
中に溶出したアルミイオンは部材種類に関わらず素材表
面へのリン酸亜鉛析出反応を阻害する2）。このため，遊
離フッ素イオンが添加され，図 2に示すようにアルミイ
オンはクリオライト（Na3AlF6）の形で沈殿し，他のリン

酸鉄などのスラッジ成分とともにリン酸亜鉛処理液から
除去される。
　このクリオライトを含むスラッジは，クリオライトを
含まないスラッジのように焼結させてセメント原料など
の建材への転換は難しく3），現状の処分方法は埋立以外
にない産業廃棄物であった。今後，アルミニウム部材の
使用が増大すると，この処分しにくい産業廃棄物，すな
わち，クリオライトを含むスラッジが増えることは確実
で，アルミニウム部材の使用拡大の障害となると予測さ
れる。
　そこで，アルミニウム部材を使用した自動車ボディの
表面処理の課題としては，このクリオライトを含むスラ
ッジに関し，以下の 3点があると考えられる。

  

To reduce the weight of car bodies, the use of aluminum materials has greatly increased recently. However, 
three major problems remain.  These are: 1) problems related to the disposal of sludge containing cryolite; 







JIS 規格内であった。これらの調査結果から，スラッジ
はそのまま除滓剤として使用可能であることが確認でき
た。フッ素含有量の異なるスラッジを用いて同様の試験
を行ったが，同様の結果であった。
　溶湯の除滓剤としてアルミニウム合金のリン酸塩処理
で発生したスラッジを利用することができ，しかも既存


